士別市地域支え合い事業所による見守り活動の概要

目　　的　

ひとり暮らしや高齢者世帯の増加に伴い、孤立や孤独死、認知症による徘徊などの社会的問題が多く発生するようになってきているため、地域での見守り体制を整え、いつまでも住みなれた地域で安心して暮らせるまちづくりをするために、事業所による見守り活動への協力をお願いする。

事業内容

　市内に居住している高齢者等を対象に、事業所の通常業務の中で高齢者の見守り活動を行い、異変に気づいた時に地域包括支援センターへ連絡をいただく。しかし、緊急性があると判断した時には、消防署または警察に連絡していただく。

認知症高齢者の捜索などの緊急時には、市の「安全・安心ネットワーク」を活用して情報を伝達し、共有する。

協力事業所

　士別市内の事業所に限らず、市内において事業を行っている会社等で趣旨に賛同し、協力が可能な事業所には「地域支え合い事業協力事業所登録申請書」を市に提出していただき、市から登録証を交付したのち、日常業務の中で協力をしていただく。しかし、日常業務の中で高齢者の問題等に気づくことが出来なかった場合においての責任を負うものではない。

有効期間

　申請の日から、年度末の３月３１日までを有効期間とするが、期間満了の１ヶ月前までに双方からの申し出がなければ、さらに１年間継続を繰り返すものとする。

